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結びにかえて 

 この稿を本当に結ぶことは到底できない、というのが現段階での偽らざる

感想である。筆者が上で提出したアフリカ経済論の新しい骨組みを現実に適

用し、その適切さを検証する作業が全くできていないからである。 

 しかし、冒頭で記した主流派経済学から投げかけられた問題を乗り越える

ためには、課題はそれに限られないだろう。ここで思い浮かぶ２つの重要な

点を記しておきたい。 

 ひとつは市場経済そのものの根幹にかかわる制度、すなわち、貨幣の問題

である。それは本論で石川の助けを借りて指摘した市場経済の未発達の問題

と直接に関わっているだろう。マルクスも含めた多くの経済学者が言うよう

に１対１の物々交換の積み重ねから貨幣の役割が生み出されるのではなく、

全ての交換されえるものの価値を一身に表す貨幣の存在こそが商品世界存立

の前提である――これは岩井克人によって提出された命題である岩井[1998: 

64-5]。この命題がもし正しいのであれば、貨幣という制度こそが市場の前提

となるはずである。だが、貧困社会にはすべての商品の王たる貨幣11に服従

しない唯一の財がありえる。それは、他者･他地域との交換による入手が期待

できない状況下にいる小農おのおのが自らを養うために自然と資源から作り

出した、食料など生存のための糧である。単なる物質としての貨幣は人々を

養うことはできないから、市場が直ちに他の生存資料を商品として供給でき

ない限り、小農が自ら作り出した生存資料に永遠に取って代わることはでき

ないのである。すなわち、歴史家あるいは方法論的全体主義者にとってはな

じみの深い自給自足＝余剰生産＝市場経済の３者の関係が、貨幣の制度的役

                                                      
11 この表現はモノの交換における（一般的価値形態に対する）等価形態にひそむ｢貨幣形

態の秘密｣についてのマルクスの議論を紹介するなかで岩井が用いているものである（岩

井[1998: 45, 56]）。本論で述べたような市場未発達状況下の生存資料だけは、どのようなか

たちであっても他のモノの等価形態たりえない。したがって商品の王たる貨幣に服従しな

いのである。 
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割を踏まえて読み解かれなければならない。 

言い換えればノースにとっての主要な問題だった制度と生産力の問題に加

えて、すべての商品の王たる貨幣という制度、生産力、市場経済の相互関係

が説明されなければならない。このことは自給自足の広汎な残存を特徴とす

るアフリカ経済の問題として、そして（筆者の管見の範囲では）主流派経済

学が持て余してきた問題として、今後長期にわたってアフリカ経済論の考察

の中心とされるべきように思う。ここで述べたことは、石川が指摘したよう

な「市場の未発達」の概念を考究する上でも重要なことであろう（2 節１．

参照）。 

 もうひとつは時間の問題である。筆者が図２で示した考察の枠組みは時間

軸で刺し貫かれなければならない。われわれの対象は具体的なアフリカであ

るから、その時間は当然具体的な日付のついた時間である。その日付に応じ

て個人＝主体と制度環境の相互作用が、マクロ状況や自然･資源とのやはり相

互関係の中でどのように展開しているのかが正確に跡付けられ、分析されな

ければならない。時間の中での動態分析はすべての経済研究者にとってきわ

めて厄介な問題であるが、とりわけ無名の時間軸での分析を事としてきた主

流派の限界はここでこそ打ち破られなければならないだろう。 

 ともかく前途は遼遠である。それが本研究会での有益な議論を通じて筆者

の小さな頭脳で理解した確かなことのひとつである。 
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